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れ
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近
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^
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英
國
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擎
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葉
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第
十
九
世
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初
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^
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の
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關
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及
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滕
史
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當
年
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五
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數
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四
十
五
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千
四
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七
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に
於
け
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會
數
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凡
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千
十
六
、
中
に
.就
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き
十
黹
以
上
の
人
ロ
を
有
せ
る
も
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伯
林
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ー
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五
窩
以
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を
衔
せ
る
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時
普
國
に
觸
し

た
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、
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千
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六
十
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千
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千
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の
五
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ニ
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千
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下
の
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に
.燭
じ
フ
五
：西
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下
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も
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西
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七
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下
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燈
遒
路
蓮
河
攀

1
0
0

の
諸
般
の
設
備
凡
て‘
厮
始
的
狀
滕
を
脫
せ
ず
。
公.K

は 

少
數
且
不
完
全
に
、：

旅
行
は
§

緩
慢
5?
極
：め 

か
の
歷

a

上
人
ロ
"に
噌
炙
せる

驛
傅
堪
車
は
州
墙
掷
關 

每
に
長
ぐ
且
屢
々
停
'扉
し
て
遲
緩
氣
長
にも
徐
行
し
た 

る
も
の
か
ら
、
今
日

'1
1

三
時
間
に
て
到
達
し
#
可
き
伯 

林
ラ
イV

チ
ヒ
間
は1

ロ
半
の
長
程
に
當
ぅ
、
四
時
半 

の
»
堪
旅
程
た
る
伯
林
ブ
レ
ス
ラ
ウ
間
に
は
四
日
間
を 

要
し
"
フ
ラ
ン
ク
フ 

ォ
ル
ト
ょ

i

ス
ッ
ト
、
ガ
少
ト
に

到
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猶
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？
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度
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學
德
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國
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鸾
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縛
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又
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西
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岐
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叙
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狭
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を
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溶
れ
つ
>
?>
•

る

を

\ 

見
る
。
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廿
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^
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縱
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の
一
は
經
濟 

一
的
活
動
の
中
心
が
南
歐
の
餓
國
民
ょ
-
^
»
歐
及
北
歐 

の
諸
民
族
に
推
移
せ
る
こ
^

.
換
言
す
れ
ば
、
伊
太 

利
人
西
班
牙
人
菊
萄
牙
人
の
.变
明
衰
微
し
て
和
蘭
人 

佛
蘭
西
人
英
吉
利
人
獨
逸
人
の
文
明
隆
典
せ
る
現
象 

.

な
h

ど
す
。
而
て
獨
逸】

國
に
就
て
言
ふ
も
南
獨
逸 

人
の
文
明
褎
へ
て
北
獨
逸
人
の
文
摩
*

れ
る

こ

ど

か
 

.

の
國
歐
的
文
明
の
隆
替
ど
揆
を
一
に
す
る
も
の
6
 

是
れ
必
ず
し
も
氣
候
の
み
の
所
由
に
办
ら 

j 

.ざ
る
こ
^

論
な
し
ど
雖
も
、
少
く
^
も
氣
候
の
寒
駿 

'
.は
文
明
發
達
を
助
長
若
く
は
妨
樹
す
る|

因
ビ
な
す
. 

を
得
可
し
0
.鴻
.儒

マ
.

1
シ

ャ
ル
敎
授
は
經
濟
後
達
に
I 

及
：ぼ
す
氣
候
の
影
響
に
關
し
謂：

て
.日
く「

冷
凉
爽
快 

な
る
淸
風
は
實
R

食
物
^

等
し
く

活
潑
な.

る
生
活
の 

.
必
—

品
れ
*
^
一
 

豐

饒

の

食

：料

品

を

實

ら

す

，も

其

氣

候

ぃ
錄
始
^

九
：世
鹌
|;
於
^

る
獨
逸
綷
摘
達
の 

一m
 

:

鸽
セ
號
' 

5

3



第

九

怨

(

七
九
八
}

離

錄

.

館
屮
九
世
紐
|-
於
け
を
.獨
逸
經
濟
發
達
の
1
斑
第
出
號
，

1

0
.四

t

蘇
.は

近

世

に

あ
>

T

f
 

-す
o

今

猶

吾

人

の

記
 

慠

に

新

な

る

モ

ロ

.ッn

歌
#

'^
パA

.

カ

ン

戰

&

等

が

典

.
が
元
氣
を
破
壞
す
る
も
の
?>
る
如
き
土
地
は
、
：其
熟 

&
す
食
物
の
縱
し
少
く
ど
も
元
氣
を
鼓
舞
せ
し
む
る 

-

氣
候
を
與
ふ
る
土
地
R

比
し
、
：寧
ろ
人
生
を
至
幸
な 

ら
し
む
る
原
料
生
產
カ
が
劣
弱
な
る
も
の
ど
言
は
ざ 

る
可
ら
ず」

^

0
蓋
し
至
言
れ
る
を
失
は
ず
0 

(Marshall, 

Principles of Economics, 

p
a，164, 

5

し 

I

國
經
濟
の
發
達
に
等
し
く
深
甚
の
關
係
を
M

ぐ
爾
，
 

餘
の
諸
勢
力
及
條
仲
を
細
論
す
る
餘
裕
を
有
せ
ざ
る
吾 

人
は
速

1̂

國
の
經
濟
政
策
のj

端
を

叩
か
ん
ビ
欲 

す
o

思
ふ
に
第
十
八
世
紀
に
於
け
る
有
名
な
る
一
大
藏 

大
K

が
上
奏
し
て「

予
に
善
き
政
治
を
與
へ
ょ
、
然
ら 

ば
予
は
陛
下
に
善
き
財
政
を
奉
り
得
可
し
レ

ビ

。
謂
へ 

る
は
少
許
の
制
限
の
下
に
今
猶】

而
の
眞
理
を
有
す
。 

誇
良
な
る
政
治
は
蕃
苠
匁
る
財
政

善̂
良
な

る
經
濟
ど 

を
産
む
可
し
o

然
れ
ど
政
^
上
の
動
搖
及
危
機
の
重
く 

人
心
を
苦
腿
せ
る
時
代
rc
於
て
す
ら
、
經
濟
的
發
達
は 

謂
ゆ
る
連
續
の
法
則
に
乘
じ
て
何
等
の
妨
^

を
蒙
る
こ 

ビ
な
く
駸
々
X

し
て
、
.
助
提
せ
.ら
る 

>
こV

J

な
しV

J

せ

へ
.た
る
.諸
.文
明
國
の
.政
治
M

R
財
政
上
の
動
搖
危
機
が 

之
ど
關
係
せ
る
諸
國
民
經
濟
に
及
ぼ
せ
る
影
響
の
微
弱 

I

に
し
て
復
れ
«

ふ
に
足
ら
ざ
る
も
の
^

ぅ
し
こ
■マ

J'

は
^
 

適
例
れ
&

さ
&

ん
や
。
唯
尔
併
ー
國
の
政
府
の
營
爲
す 

る
積
極
的
又
は
消
極
的
經
濟
政
策
が
直
接
若
く
はg

接 

R

或
程
度
ま
で】

國
の
經
濟
的
發
達
の
方
向
及
程
度
を 

決
定
す
る
の
威
力
あ
る
は
之
を
認
め
ざ
る
こ
'ビ
を
#
 

.
ず
o

而
て
新
進
國
若
く
は
宵
僚
的
國
家
^
於
て
殊
に
顧 

I

著
^

る
も
の
^

ら
ん
Q

獨
逸
國

.

は
比
較
的
後
進
の
邦
國
に
し
て
、
獨
逸
民
族 

I

は
曲
來
官
僚
的
傾
向
を
有
す0

.
奈
翁
の
侵
略
以
前
ド
於 

け
る
日
洱
曼
諸
國
政
府
は
人
民
の
經
濟
的
活
動
の
上
に 

廣
汎
に
し
て
細
密
な
る
支
配
權
を
行
使
し
た

6

し
が
、

1

八
〇
七
年
フ
タ
丨
ド
リ
ヒ
、
ク
ィ
ぐ
へ

\

ム
の
詔
勑 

の
煥
發
せ

&

る

、

やo
茲

に

因

.襲

胁

な

る

經

濟

政

策

上
 

R
.极
本
的
革
命
を
招
來
t

た
&
,き

'0
詔
勅
の
、I.

節
に
a

'ふ

「

天
佑
を
保
全
せ
る
，普
魯
西
國
王
フ
y

1
ド
リ
ヒ
丨 

ク
ィ
グ
へ
グ
ム
茲
に
平
和
克
復
の
成
を
吿
ぐ
る
に
膺
&
 

我
忠
良
な
る
^

民
に
宣
叻
す
る
に
、
爾
今
朕
の
意
圖
は 

尊
&
戰
局
中
久
し
く
慘
害
を
れ
る
有
衆
の
財
產
及
繁 

榮
を
恢
復
隆
昌
な
&

し
む
る
政
策
に
W

倒
せ
^

る
‘可
き
一 

こ
^

を
以
て
す
。
斯
の
窮
缺
慘
害
の
狀
況
を
計
量
す
れ
.

. 

%

、

朕
が
支
配
し
得
可
き
手
段
及
實
カ
は
個
々
の
亞
民

\ 

.に
助
力
を
致
す
に
於
て
到
底
不
充
分
な
る
を
免
れ
中
ど 

思
料
す
る
ど
同
時
に
。
朕
の
爲
し
能
ふ
凡
て
.は
嗰
健
全 

な
る
國
家
經
濟
の
源
則
^

公
正
ど
に
倚
遵
し
"
從
來
各 

個
人
が
各
々
其
材
能
に
應
じ
て
當
然
享
受
し
得
れ
り
し 

な
一
る
可
き
財
谨
利
益
を
獲
得
す
る> J 
^

を

妨

げ

た

る

.
一 

切
の
'法
制
及
政
策
上
の
障
碍
を
除
去
し
"
以
て
經
濟
的 

.
_曲
の
主
義
を
確
立
す
る
に
存
す
可
し」

s

o
裳

に

近

\

 

世
的
自
由
愆
想
を
明
白
に
承
認
し
た
る
此
猶
要
な
る
方 

策
は
"
將
來
に
苴
办
經
濟
上
の
發
議
權
及
活
動
力
の
全 

部
を
擧
げ
て
國
民
に
委
ね
去
ら
ん
S

す
る
政
府
の
意
思 

.
方

針

を

表

彰
し
れ
る
も
の

w

す
o 

.然
れ
ど
^
絕
對
的
な

婼

九

傲

(

七
九
九)

傭
',
錙

る
.

經
濟
的
自
由
又
.は
無
條
件
な
る
自
由
放
任
は
"
近
世 

.の
國
K
經
濟
政
策
©
必
ず
し
も
協
賛
し
得
る
所
に
あ
ら 

ざ
る
が
故
亿
、
爾
後
此
經
濟
上
の
自
由
主
義
は
適
當
な 

_る
法
令
に
依
6
て
干
涉
を
加
べ
ら
れ
れ
る
ビ
共
に、I 

八
七〗

年
帝
國
完
成
以
後
に
於
て
は
國
家«|
:會
主
_
の 

學
說
漸
く
人
心
に
入
ぅ
"
國
家
は
政
府
監
督
の
下
に
獨 

逸
帝
國
を
設
立
し
、
鐵
道
線
の
幹
部
を
國
有
に
移
し
、 

採
炭
鑛
業
等
の
財
産
を
取
得
す
る
等
、
各
般
の
方
而
に 

亘
&
て
經
濟
發
達
の
進
路
を
支
配
し
指
導
し
、
以
て
私 

經
濟
活
動V 」

相
#
び
て

H
R經
濟
の
發
達
上
幾
多
重
要 

な
る
役
割
を
演
す
る
に
至
れ6
0 

嘆
賞
す
可
き
獨
逸
の
敎
育
趑
に
第
事
上
の
制
度
組
織 

は
®
に
同
國
の
經
濟
的
利
益
を
助
長
す
る
に
極
め
て
價 

値
ゎ
る
贯
献
を
爲
し
れ
る
も
の
、

1

條
件
れ
h
o獨
逸 

人
は
凡
を
思
索
及
活
泐
に
訓
傭
せ
ざ
る
な
く
、
»
逸
人 

の
節
制
及
紀
律VJ

し
.謂
へ
ば
廣
く
世
人
の
承
認
を
吝
み 

得
ざ
る
の
域
に
至
れ6
0紀
律VJ

は
服
從
す
る
ビ
等
し 

く

命
令
す
る
力
を
包
合
し
、：
又
自
已
を
從
躅
せ
し
む
る

1
0
汲

第
十
セ
世
紀|1
於
け
5
獨
逸
經
浒
發
逯
の「

斑

‘

七
铖



箱
I

 

(

<
〇
s
 

“ 離

:錄

.マ

J

等
■し
.く
自
ら
組
織
す
る
力
を
合
蓄
す
。
.換
言
ず
れ
ば 

自
&
は
組
織
の
、

1

部
た
る
ミ
同
時
に
其
全
部
れ
る
r
i
€

を
認
識
す
る
R

依
6

て
紀
#

輙
ち
完
き
な
6

0
而

で
獨 

逸
八
の
矜
持
す
る
所
も
亦
其
民
族
0

特
性
が
此1

對
の 

資
格
條
件
を
具
荷
す
る
K

存
し
1

W
是
れ
あ
る
が
爲
に 

獨
逸
帝
國
は
最
も
完
全
に
組
織
せ
ら
れ
た
る
軍
隊
ど
最 

'高
の
效
果
を
猓
ぐ
る
^

敎
師
ど
を
產
出
し
得
た
る
な
一 

&

o
少
ド
ア
の
戰
勝
を
指
し
て】

大
學
敎
授
曾
て
言

へ

\ 

る
?>
6

.

「

»

逸
の
小
學
校
敎
師
が
戰
^

勝
て
る
な
.ぅ」

j 

s

o
夫
れ
之
を
謂
へ
る
も
の
か
o

1
方

に

於

て

協

_

を 

駆
し
他
方
に
於
て
分
化
を
必
婴
ビ
し
"
協
同
及
分
化
が 

^

然
融
众
す
る
所
に
最
高
の
效
褪
を
有
す
る
大
企
業
の

\ 

組
織
及
經
營
の
完
成
せ
ら
る
、
近
世
經
濟
組
織
に
わ
办
.

て
、
.勿
上
の
特
性
が
緊
急
缺
く
可
ら
ざ
る
絕
對
的
製
件

\ 

を
成
す
も
の
た
る
こ
蓋
し
自
明
の
所
な
る
可
し
o

1

00(

以
下
次
a)

oo
^

.

第

七

號

j

〇
六

'
 

.簡̂

保

險

法

案| :

對

す

る

.生

命
 

保

險

協

會
の

批

評

を

讀
み

て

在

偷

敦
.
三

：

邊

金

藏

.

先
頃
接
手
甘
る
昨
年
末
の
時
事
'新
報
の
報
ず
る
處
に 

依
れ
ば
、
豫
而
噂
3>
り
し
我
政
府
の
筒
易
保
險
法
も
、
 

愈
草
案
の
脫
稿
を
見
る
に
勁
h

た
る
が
、
.政
府
は
公
式 

的
に
此
を
議
會
に
提
出
す
る
に
先
も
，
世
論
の
批
判
を 

聽
く
の
趣
旨
を
以
て
"

生
命
保
險
協
會
、
社
會
政
策
學 

會
等
の
諸
糊
體
に
送
附
し
？
其
意
見
を
徵
せ
る
に
社
會 

政
策
學
會
は
賛
否
雨
論
に
分
れ
"

注
命
保
險
業
者
.は
、

1 

體V
J

し
て
皮
對
意
見
を
發
表
せ
6

ど
の
こ
^
:な
6

0
 

本
邦
幾
多
の
知
名
學
漭
ょ
i

成
る
«:

會
政
策
學
會
の 

議
論
•は
"

若
し
是
れ
を
聽
く
を
.得
媒
、
賛
否
兩
說
北
ハ
に 

®

人
の
蒙
を
啓
き
て
餘
6

る
可
き
や
^

せ
-
^
^
.雖
も
、
‘ 

余
輩
の
接
平
せ
る
.新
聞
紙
に
は
"

其
議
論
，の
大
喪
す
6
 

も
紹
介
し
ぁ
ら
ざ
る
が
故
^

、
未
だ
之
れ
を
明
に
す
る
.

を
得
ず
、
余
®
の
遺
慽
ビ
す
る
處
な
る
が
、
之
に
反
し 

て
、
生
命
保
險
業
漭
の
反
對
意
見
は
保
險
協
會
の
答
ゆ 

書
ビ
し
て
..報
贽
&
れ
れ
る
所
に
依
$
て
、
幸
ひ
に
之
を 

明
に
す
る
を
得
る
が
如
し
0
佘
翡
•は
斯
る
問
題
.に
關
し 

て
は
、
所
謂

1
個
の
鬥
外
漢
た
る
に
過
ぎ
ざ
る
が
故
に 

&
ら
議
輪
の
«
上
に
進
み
て
、
是
非
の
議
論
を
な
し
得 

る
ヵ
如
き
*
に
6
ら
ざ
れ
と
も

fi
*
し

.

1
^

に
社
會
政 

策
ビ
稱
せ
&
る

、
も
の

に

對

し

て

は

、

•屯
素
多
少
の
典 

味
を
.有
し
r
,能
ふ
限
6
硏
究
の
用
意
.を
怠
ら
ざ
ら
ん

 ̂

欲
す
る
潴
な
れ
ば
、
試
み
に
、
新
聞
紙
の
報
ず
る
處
に 

甚
き
てr

自
ら
の
所
思
を
述
べ
以
て
識
漭
の
示
敎
を
仰 

が
ん
^
欲
す
o
.

,.1  

, 

. 

■
.

生
命
保
險
協
會
は
"
節
恩
保
險
の
官
營
に
反
對
す
る 

其

理

由

‘
の

 

一
S

し
て
"
簡
易
保
險
は
社
會
政
策
の
保
險 

マ
し
し
て
W

#
す
可
き
も
の
に
P
參

ミ
主
張
ぜ
&
れ
れ 

&

o
生
命
保
險
協
會
が
>
 
昨
春
發
表
せ
ら
れ
た
ぅ
ぐJ

云 

ふ
、.
其
意
見
書
は
余
.の
汆
だ
見
ざ
る
所
な
れ
ば
、
如
：何

な
る
論
據
..に
*

き
で
斯
く
說
か
る
，、
か
"

其
詳
細
を
知
. 

る
.

に
由
な

し
ビ
雖
、
案
.す
る
にF

僅
か
に
死
C

時
に
於 

て

，の

み

埋

葬

*

^

充

つ

可

き

資

金

を

输
付
す
る
所
の
小
­

額
保
險
の
如
き
は
能
く
下
級
人 
K
 の
恒
心
を
養
成
し
彼 

等
を
善
導
す
る
の
芋
段
れ
ら
ざ
る
が
故
に
"
泰
西
諸
國 

一
に
於
て
は
未
だ
是
を
以
て
社
會
政
策
の
保
險
S

し
て
實
.

行
す
る
も
の
わ
る
を
聞
か
ずJ

云
々
ビ
云
ふ
が
其
婴
點

：
. 

\

な
る
が
如
し

。

■

j 

:
節
易
保
險
法
槪
嬰
ビ
し
，て
、
新
聞
紙
上
に
紹
介
せ
ら
. 

れ
れ
る
處
を
通
饋
じ
て
、
政
府
が
最
高
保
險
金
额
を
ニ 

百
五
十
圆
$

云
ふ>

 

小
額
に
'限
&

杧
る
事
實
を
見
る
，
^
| 
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